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21世紀を回ざした健康づく

健康問題は地域ぐるみで解決しよう

　私たちのところが、健康モデル地区に指定されて2年目になります。たびあ

るごとに食生活の改善や健康保持のための講習会に出席するようにしていま

す。地区では、自分たちだけでなく、地域ぐるみで健康問題に取り組む雰囲

気になっています。そんな中で主婦が中心となって病気を未然に防ぐ話し合

いが行われています。また、家族の健康はまず一家をあずかる妻が元気で食

生活に気配りすることが基本かもしれません。

　　　　　　　　　　　　　大津けい子さん（魚之田川・保健推進員）
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発見が早ければ早期がんは治ります

驚

．灘　灘．

　私が申し上げたいことは「胃の集団検診」を毎年受けていただくことです。

特に精密検査を必要とする人はね。なぜならば、昨年の市のデータでは、胃

がん検診の結果643人が精密検査を必要とし556人が受けました。その中で12

人の胃がん患者が見つかりました。まだ、約14％の人が受けていないわけです

から大変恐ろしいことです。早期がんが発見され手術すると90％以上が治る

と言われています。進行がんになると生存率がぐっと低くな‘）ますからね。

　　山　ロ　昭士さん（袋町東・医師）

　　　　定期検査でチェックすることですね

　医療機関で一生けん命にお世話しても亡くなってしまう人がいます。残さ

れた家族は途方に暮れるばかりです。いくら治療や看護に精を出しても減ら

ない病人を見て“もう少し発見が早かったら、　“病気にならないための知識

があったら、と思うことがたくさんあってとても残念です。80年間も使う体

です。車にも検査があると同じように年に一一回は健診を受けて大切にしたい

ものです。

　　　　　　　　　　　　　　　越村範子さん（市役所・保健婦）

鞍・
雛　轍

蹴1澗’

健康の秘けつは食事と動くことです

　これと言う健康法はありませんが、野球とバレーボールで週1回ずつ練習

しているのが私のエネルギーでしょうか。食べ物の好き嫌いもありませんよ。

仕事柄、走り回っているのも体にいいんでしょうね。5人家族ですが、おか

げでみんな健康です。食もいいし、適当に動き回っているみたいですね。今

年1月に生まれた長女には注意していますよ。家庭の和は健康が第一ですか

らね。タバコは10本ほど、酒は少々ですか。

　　俵山朗夫さん（ニッ屋・会社員）

　健康は自分におくる最高のプレゼントといわれていますが、病気になってはじめて健康

のありがたさを知る人が多いようです。2～3ページでは、指定を受けた「ヘルスパイオ

ニアタウン事業」を中心に紹介します。
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国
民
医
療
費
は
、
毎
年
増
加
し
　
昭

和
六
十
一
年
度
で
十
七
兆
円
を
突
破
し

ま
し
た
。

　
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
な
ど
の
成

人
病
が
死
因
の
過
半
数
を
占
め
、
医
療

費
に
お
い
て
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
働
き
盛
り
の
四
十
歳
前
後
か

ら
急
激
に
増
え
る
成
人
病
は
、
そ
の
原

因
の
多
く
が
食
生
活
に
あ
る
と
い
わ
れ

■
て
い
ま
す
。
運
動
・
休
養
・
食
事
な
ど

の
知
識
を
身
に
つ
け
実
践
す
る
こ
と
が

何
よ
り
で
す
し
、
自
分
な
り
の
健
康
観

を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
当
市
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
健
康

づ
く
り
運
動
を
始
め
る
と
と
も
に
五
十

九
年
に
「
楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
・
つ
く

ろ
う
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
「
ス
ポ
ー
ツ

健
康
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
十
年
に
は
、
地
域
の
保
健

部
門
の
基
を
な
す
「
十
日
町
地
域
医
療

　
　
毎
年
、
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
な
ど
行
っ
て
健
康
で
活
気
の
あ
る
ま
ち

　
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
六
十
三
年
度
か
ら
三
年
間
厚
生

　
省
か
ら
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の
指
定
を
受
け
、
健
康
管
理

　
促
進
の
た
め
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
も
な
内

　
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
の
増
進
と
医
療
費
の
適
正
化
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計
画
」
を
策
定
し
　
健
康
管
理
体
制
や

地
域
医
療
の
確
立
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
胃
が
ん
予
防

　
市
で
は
、
胃
が
ん
予
防
対
策
事
業
と

し
て
、
四
十
歳
以
上
の
未
受
診
者
か
ら

受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
勧
め
て
い

ま
す
。

　
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
を
中
心
に
成

人
病
の
死
亡
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
胃
が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
多
く
、

六
十
二
年
は
死
亡
者
三
百
二
十
二
人
の

約
一
割
に
当
た
る
三
十
人
が
胃
が
ん
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
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胃
の
集
団
検
診
は
、
が
ん
と
か
潰
瘍

と
い
う
正
確
な
診
断
を
す
る
こ
と
よ
り

も
胃
に
異
常
が
あ
る
も
の
を
、
も
れ
な

く
選
ぶ
こ
と
に
目
標
が
お
か
れ
、
そ
の

中
か
ら
精
密
検
査
の
必
要
の
あ
る
人
を

健康相談などで健康管理を

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
水
準
の
向
上
と
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
医
療
費
の

適
正
化
を
目
ざ
し
ま
す
。

対
策
事
業

発
見
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
胃
が
ん
は
、
胃
の
粘
膜
の
内
側
か
ら

お
こ
り
ま
す
。
粘
膜
を
形
づ
く
っ
て
い

る
細
胞
が
何
か
の
原
因
で
が
ん
細
胞
に

か
か
り
、
増
殖
し
ま
す
。

　
胃
の
粘
膜
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

胃
が
ん
を
早
期
が
ん
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
を
早
期
に
発
見
し
、
手
術
す
れ
ば
ほ

と
ん
ど
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
検

診
で
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
胃
炎

　
い
　
か
い
よ
う

や
胃
潰
瘍
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
次
検
診
で
精
密
検
診
が
必
要
で
あ

る
と
通
知
を
受
け
た
人
は
、
ぜ
ひ
受
診

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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成
人
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う
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大
切
な
歯
を
む
し
歯
や
歯
槽
膿
漏
な

ど
の
病
気
で
失
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
四
十
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
各
地
区
公
民
館
で
成
人
歯
科
相
談
を

行
い
ま
す
。
丈
夫
な
歯
で
何
で
も
食
べ
、

快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

お
も
な
保
健
事
業

▼
が
ん
検
診

①
胃
が
ん
ー
四
十
歳
以
上
の
希
望
者

②
子
宮
が
ん
⊥
二
十
歳
以
上
の
希
望
者

③
乳
が
ん
1
1
四
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま

　
で
の
希
望
者

④
肺
が
ん
1
1
五
十
歳
以
上
の
希
望
者

▼
健
康
相
談

　
血
圧
が
心
配
、
食
事
療
法
を
知
り
た

い
人
を
対
象
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
週

月
曜
日
、
各
地
区
公
民
館
で
は
毎
月
一

回
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
四
十

歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
費

用
の
七
割
を
助
成
し
ま
す
。

▼
住
民
健
康
診
査

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿
検
査
・

血
圧
測
定
な
ど
行
い
、
体
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
す
。
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症　　状 人　数 割合

動　脈　硬　化 2，471人 32．7％

高血圧・境界血圧 2，431 32．2

貧　　　　血 1，598 21．1

肥　　　　　満 1，169 15．5

心　　障　　害 1，021 13．5

’88健康づくりフェア

と　き　10月28・29・30日（金～日曜）

ところ　クロス10

内容　〉記念講演会

　　　講師三遊亭円楽さん
　　　演題「笑いと人生」

　　　〉各種相談コーナー

　　　〉展示コーナー

三遊亭円楽さん

　（落語家）

　　　　　　　昭和8年1月3日、
　　　　　　東京浅草に生まれる。

　　　　　　30年、6代目三遊亭
　　　　　　円生に入門し、余生

　　　　　　の名で初高座。

33年、二つ目に昇進。37年、入門後

わずか7年、異例のスピードで5代
目三遊亭円楽を継いで真打ちとなる。

　現在、テレビ番組「笑点」の司会

者として活躍中。
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スポ・一ツ・レクリエーション奨励事業

梶。
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市長杯ゲートボール大会
　（ゲートボール体操発表会）

●10月25日（火）

●青少年

　　野外スポーツセンター

　　　　　　　　　　　　謬＿＾邸サ㌃つ駄o〆，、、

トレーニング講習会
（トレーニング＆フィットネスカウンセリング）

　　　　　　　　　　　　　　　’88THEファミリースポーツ

　　　●10月～”月　　　　　　　＿ぢ　 』テスト

意

●10月～”月

●総合体育館

　　　　　ρ

q癖秀

二》
（（

健
康
教
育
指
導
事
業

・
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
ま
す
。

・
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
健
康
づ

く
り
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

・
市
役
所
一
階
市
民
ホ
ー
ル
に
「
電
子

血
圧
計
」
を
備
え
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
ま
す
。

・
飛
渡
地
区
を
健
康
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
し
、
健
康
相
談
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
成
人
病
予
防
を
図
る
た
め
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
健
康
教
育
備
品
を
展
示
し
教

育
用
に
も
使
え
ま
す
。

・
十
日
町
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
で

健
康
教
育
講
座
な
ど
を
開
き
、
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健
康
の
チ
ェ
ツ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
あ
な
た
の
胃
は
大
丈
夫
で
す
か
。
胃

炎
程
度
な
ら
、
消
化
の
良
い
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
て
、
酒

タ
バ
コ
を
や
め
、
規
則
正
し
い
生
活
を

し
て
い
れ
ば
、
治
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
で
す
。

　
体
重
が
減
り
、
め
ま
い
、
だ
る
さ
な

ど
の
症
状
が
で
た
ら
、
す
ぐ
医
療
機
関

で
み
て
も
ら
う
こ
と
が
先
決
で
す
。

　
そ
こ
で
次
の
1
0
問
に
答
え
、
そ
の
判

定
度
に
応
じ
て
検
診
を
受
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

1〉①②③④⑤の人は内科・胃腸科で精密検

　査を．グ

》⑥⑦⑧⑨⑩の人は売薬のみ服用しては危

　険です。お医者さんに相談を〃

①

食
欲
が
な
く
、
食
べ
も
の
の
好
み
が
変
わ
っ
た
。

②

や
せ
た
と
か
、
顔
色
が
悪
い
と
か
、
人
に
よ
く
言
わ
れ
る
。

③

便
秘
し
な
い
の
に
便
の
色
が
黒
い
。

④

原
因
の
わ
か
ら
な
い
下
痢
が
続
く
。

⑤

は
き
け
が
す
る
。

⑥

胃
が
も
た
れ
る
。

⑦

胃
が
重
苦
し
く
、
お
な
か
が
す
く
と
み
ぞ
お
ち
が
痛
い
。

⑧

胸
や
け
が
す
る
。

⑨

ゲ
ッ
プ
が
で
る
。

⑩

す
っ
ぱ
い
水
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。

　
　
　
現
在
使
っ
て
い
る
国
民
健
康

す
保
険
証
（
う
ぐ
い
す
色
）
は
、

ま
八
月
三
＋
百
で
無
効
に
言

り
寄
九
月
百
以
降
に
、
嘱

　
　
託
員
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。
新

わ
し
い
保
険
証
（
は
だ
色
）
は
・

変
原
則
と
し
て
嘱
託
員
が
配
布
し

書
　
ま
す
。

力証
は
煙
報
醗
晶
繍
瑚

険
＋
四
年
八
月
三
＋
百
ま
で
で

保
縛
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届

㊥
㊧
の
保
険
証

　
㊥
・
㊥
の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
世
帯
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

取
り
寄
せ
て
返
す
準
備
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
在
学
証
明
書
の
提
出

㊥
の
保
険
証
を
更
新
さ
れ
る
方
は
、

九
月
三
十
日
ま
で
に
在
学
証
明
書
を
保

健
衛
生
課
国
保
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

保
険
証
の
正
し
い
使
い
方

①記入

事
項
に
ま
ち
が
い
が
な
い
か
確

　
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
期
限
ぎ
れ
の
保
険
証
や
、
コ
ピ
ー
し

　
た
も
の
は
使
え
ま
せ
ん
。

③
保
険
証
の
貸
し
借
り
は
、
法
律
で
禁

　
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
保
険
証
は
必
ず
手
も
と
に
保
管
し
ま

　
し
よ
・
つ
。

⑤
会
社
に
勤
め
た
と
き
や
退
職
し
た
と

　
き
、
引
越
し
し
た
と
き
は
届
出
を
し

　
ま
し
よ
・
つ
。

保
険
料
は
納
期
ま
で
に

　
特
別
な
事
情
も
な
く
、
保
険
料
を
滞

納
し
つ
づ
け
て
い
る
と
、
保
険
証
の
か

わ
り
に
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
給
付
制
限
を
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
、

　
三
割
で
は
な
く
全
額
負
担
と
な
り
ま

　
す
。

②
高
額
療
養
費
・
助
産
費
・
葬
祭
費
な

　
ど
の
現
金
給
付
が
制
限
さ
れ
た
り
、

　
差
し
」
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
保

険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
国
保
係

（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
蜘
・
…
…
）
へ
。

盈7おゴ『夢』監P昭和63年8月10日3



熱心に話し合われた中部地区まちづくり懇談会

希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
受
け
付
け
中
〃

　
　
　
　
　
　
市
民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　
六
月
二
十
五
日
ω
か
ら
始
ま

っ
た
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
が
、
ま
も
な
く
終
わ
り
ま

ず
．　
各
地
区
で
は
、
二
十
一
世
紀

に
向
け
た
ま
ち
つ
く
り
と
し
て

「
2
1
世
紀
へ
の
提
言
」
を
と
も

に
考
え
、
と
も
に
話
し
合
っ
て

地
域
の
活
性
化
な
ど
に
多
く
の

意
見
や
提
案
が
出
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
団
体

や
グ
ル
ー
プ
の
懇
談
会
を
今
年

も
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
。　
テ
ー
マ
は
「
二
十
一
世
紀
に

ご
案
内
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
在
宅
身
体
障
害
者
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
昭
和
六
十
一
年
か
ら
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
在
宅

身
体
障
害
者
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

（
昼
間
の
通
所
訓
練
施
設
）
業

を
は
じ
め
て
三
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
約
六
十
人
が
通

所
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
な
体
に
も
突
然
、
脳
血

管
障
害
や
仕
事
上
の
事
故
な
ど

で
健
康
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
が
、
意

欲
的
な
機
能
訓
練
を
続
け
、
創

作
に
励
み
、
健
康
の
保
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
家
に
こ
も
り
が
ち
な
生
活
か

ら
一
歩
外
に
出
て
皆
さ
ん
と

”
ふ
れ
あ
い
の
場
”
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
気
分
転
換
を

は
か
っ
て
障
害
を
克
服
し
て
く

だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
家
族
の

ご
協
力
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
に

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
期
　
日
　
平
日
の
午
前
十
時

　
～
正
午
（
土
・
日
曜
日
は
休

み
ま
す
）

■
会
　
場
　
身
体
障
害
者
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
（
塚
原
町
）

■
対
象
者
　
十
日
町
市
・
津
南

町
・
川
西
町
・
中
里
村
に
住

む
障
害
者
で
す
。

■
内
　
容
　
機
能
訓
練
、
手
芸
、

書
道
、
版
画
、
編
物
、
焼
物
、

俳
句
な
ど
。

■
費
用
教
材
費
は
自
己
負

　
担
と
し
ま
す
が
、
ほ
か
は
無

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
ま

す
。
内
容
は
、
前
半
に
市
長
か

ら
「
2
1
世
紀
へ
の
提
言
」
に
つ

い
て
話
が
あ
り
、
後
半
は
団
体

な
ど
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
と
も

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
懇
談
会
で
話
し
合
わ

れ
た
意
見
や
提
案
は
昭
和
六
十

四
年
度
策
定
の
「
第
六
次
十
日

町
市
総
合
計
画
」
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
　
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
の
中
で
明
日
の
十
日
町
市

の
あ
る
べ
き
姿
を
提
案
し
合
い
、

個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご

料
で
す
。

■
申
し
込
み
　
申
込
書
に
記
入

　
の
う
え
、
身
体
障
害
者
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
（
費
5
7
－
9
4
3

　
8
）
へ
。

・
そ
の
他
　
①
機
能
訓
練
を
希

望
す
る
方
は
、
医
師
の
意
見

書
が
必
要
で
す
．
②
申
し
込

　
み
の
時
に
状
況
を
把
握
す
る

　
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

　
き
る
限
り
本
人
に
家
族
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
．
③
各
人

　
で
通
所
し
て
い
た
だ
く
か
、

希
望
者
に
は
リ
フ
ト
バ
ス
で

　
送
迎
し
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
企
画
財
政
課
企

　
画
調
整
係
（
盈
5
7
1
3
1
1

　
1
内
線
鵬
）
へ
。

■
締
め
切
り
　
八
月
三
十
一
日

　
困
で
す
。

■
開
催
日
　
m
月
中
（
原
則
と

　
し
て
平
日
の
午
後
七
時
三
十

　
分
か
ら
約
二
時
間
）

■
そ
の
他
　
九
月
上
旬
に
団
体

　
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
と
の
打

　
ち
合
わ
せ
を
計
画
し
て
い
ま

　
す
。

吉
田
地
区
ま
ち
づ
く
り

　
懇
談
会
は
2
3
日
㈹
で
す

焼
物
っ
て
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い

励賞ぞ

品「戸
昨年、科学技術庁
受賞した青柳　寛

全日本学生児童発明くふう展
未来の科学の夢絵画展　　曇蔚．

領19購（甲聰灘．轡畿
　5時　■ところ　クロス10　■入　場　無料　　　　か

闘
獣

十
日
町
で
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攣
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

か
な
河
川
環
境
整
備
事
業

　
河
川
整
備
と
い
え
ば
、
護
岸

工
や
床
止
め
工
な
ど
の
治
水
・

利
水
対
策
が
中
心
で
し
た
。

　
最
近
は
、
治
水
・
利
水
対
策

に
加
え
、
皆
さ
ん
か
ら
河
川
に

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
建
設
省
信
濃
川
工
事
事
務
所

と
関
係
市
町
村
で
は
、
昨
年
十

二
月
に
「
信
濃
川
沿
川
市
町
村

連
絡
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
河
川
整
備
事
業
の

紹
介
や
研
究
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
情
報
交
換
や
広
報
活
動
を
通

じ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
河
川
行

政
を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
今
、
市
で
も
河
川
環
境
整
備

を
目
的
と
し
て
二
箇
所
で
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
箇

所
は
、
十
日
町
橋
下
流
左
岸
で

低
水
護
岸
工
事
に
合
わ
せ
、
信

濃
川
運
動
公
園
（
緩
傾
斜
提
防
）

の
整
備
を
進
め
て
“
ま
す
。
二

箇
所
め
は
、
水
沢
中
学
校
造
成
地

と
な
り
の
二
石
川
を
「
潤
い
の

あ
る
水
辺
河
畔
事
業
」
に
よ
り
、

た
め
池
で
あ
っ
た
所
を
洪
水
時

の
洪
水
調
整
と
平
水
時
の
親
水

広
場
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
「
潤
い
と
安
ら
ぎ
」

を
与
え
て
く
れ
た
河
川
本
来
の

姿
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
治

水
対
策
と
と
も
に
水
辺
の
保
全

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ま
ち
、
つ
く
り
の
一
環

と
し
て
新
し
い
タ
イ
プ
の
河
川

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
私
の
見
た
信
濃
川
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

■
募
集
作
品
　
未
発
表
の
も
の

　
で
一
人
二
点
以
内
。
サ
イ
ズ

　
は
カ
ラ
ー
、
白
黒
と
も
四
ツ

　
切
り

■
締
め
切
り
　
m
月
1
5
日
ω

■
送
り
先
　
建
設
省
信
濃
川
工

　
事
事
務
所
（
〒
脚
長
岡
市
信

　
濃
1
　
5
1
3
0
盈
0
2
5
8

　
1
3
2
1
3
0
2
0
）
へ
。

皆
さ
ん
の
管
理
を
お
願
い

　
　
思
い
出
事
業
の
「
山
つ
つ
じ
』

　
誕
生
記
念
に
十
日
町
公
園

（
諏
訪
神
社
上
段
）
に
植
樹
さ

れ
た
「
山
つ
つ
じ
」
は
土
壌
や

訪
れ
る
人
も
い
ま
す
が
、
植
え

っ
放
し
で
な
く
大
切
に
育
て
て

気
候
の
た
め
四
・
五
年
前
の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
全
滅
に
近
い
状

態
で
す
が
、
こ
の
三
年
間
に
植
樹

し
た
も
の
は
よ
う
や
く
草
の
上

に
顔
を
出
す
ぐ
ら
い
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
梅
雨
明
け
の
時
期

に
合
わ
せ
て
草
刈
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
個
々
の
「
つ
つ
じ
」

ま
で
手
が
回
り
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
、
一
度
ご
自
分
の
木
を

見
て
”
水
”
　
”
肥
料
”
”
冬
囲

い
”
な
ど
、
丈
夫
に
育
て
る
た
め

に
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

類リゾートて薯鯵う

菓ザマ承ライフ夢ゾー一ト新潟藷

　　　　　　　　体系図

2ユ世紀“まち固

　
（
新
余
暇
時
代
の
到
来
）

・
自
由
時
間
の
増
大

・
ゆ
と
り
あ
る
生
活
実
現
へ
の

　
二
i
ズ
の
高
ま
り

・
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化

・
地
域
振
興
の
必
要
性

構
想
の
位
置
づ
け

・
首
都
圏
の
郊
外
リ
ゾ
ー
ト

・
日
本
の
休
暇
特
徴
、
日
本
人

　
の
リ
ゾ
ー
ト
指
向
に
マ
ッ
チ

　
し
た
「
日
本
型
リ
ゾ
ー
ト
」

　
の
全
国
の
モ
デ
ル
づ
く
り

環
境
条
件

　
（
⊥
父
通
条
件
）

・
上
越
新
幹
線
、
関
越
自
動
車

　
道

　
（
自
妖
…
条
件
）

・
感
動
的
な
四
季
の
変
化

・
雄
大
な
河
岸
段
丘

　
（
社
ム
ム
条
件
）

・
固
有
の
歴
史
、
文
化
、
産
業

・
雪
国
文
化
の
ふ
る
さ
と

一’一

一　　　　　　　矯》　　　　　　一　　　　　一馴　　　　櫛冊　　　櫛欄　　　、晒噺㎜　　榊跡　、嗜一一
榔㎜融灘一一、嗜一榊蹟、晒噺㎜櫛欄櫛粗融一馴鞘㎜矯 一㎜

㎜一
　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●

1なま良合対幅トフ景
トるれいリ応広のレ観整
づ魅何施ゾしい創ツを備
く力回設　iた利出シ生の
りあもに　ト大用
　る来安づ規者
　リたくく模層

　●

ユか目
リ　し標
ゾ　た

●　　　　　●

景首
観都環
　圏境
　か
　ら整
　の備
　近

　●　　　　　　　　　　●　　　　　●

イ豊い人自自
フ富　　と己然テ
　な　　人創と
　り　　と出の
　ゾ　　　の

　1　　ふ
　ト　　れ

●
ふ
れマあ

冨

ゾな域国国
1㌶腿基
浦蝶変歪
形本一れ疋A
成型体港芯

　　棒
　マ
顕
1
マ楚
射

ゾく泊り総に 1　リ さ ラ　　あ い
リ　と地　、 潟

活対ラ＿体
動応イ多験 1ポ由四

エス自＿エス
1ポ

進間に＿保
活性はお健

動るふ化動用首
）ふれ　’＿　’都

イ1

メ》

）しフ様・ シ　i で季シ　i 動回ぐだ　・ るあ歴自各圏
置

たスな創 ヨツ豊を ヨ　ツ ）復くや休 さい史然種の
ジ

文タ価造 ン　● 富と ン　　・ とまか養 とが等　’の郊 二
♂

化イ値的 活　レ　な　お活　レ 健れな活 体醸相人交外 引

創ル観活 動ク野し動ク 康た自動 験成互　’流的 コ

造に　’動 ）リ外て リ 増人然 活すの文活利 （7

リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
の
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ぶ
な

　
　
太
公
望
も
満
足
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
な

　
七
月
二
十
四
日
㈹
、
大
池
で
「
第
一
回
市
長
杯
争
奪
大
池
へ
ら
鮒
釣
り

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
、
川
西
町
、
長
岡
市
、
柏
崎
市
か
ら
集

ま
っ
た
太
公
望
十
九
人
の
皆
さ
ん
が
午
前
六
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
九

時
間
、
へ
ら
浮
き
の
繊
細
な
動
き
を
見
つ
め
な
が
ら
の
熱
い
戦
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ご
ろ
、
へ
ら
鮒
を
求
め
て
遠
征
し

．
響
懸

灘難螺馨懇i騰i鑛難懸
孚きの動きをジーッと見つめます

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
お

て
い
る
十
九
人
だ
け
に
竿
さ
ば
き
は
天

下
一
品
。
ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ
な
ど
が
整

備
さ
れ
た
大
池
も
す
ば
ら
し
い
釣
り
場

と
な
か
な
か
好
評
で
し
た
。

　
成
績
は
長
岡
市
・
高
野
直
栄
さ
ん
が

二
、
三
六
〇
劫
ラ
で
優
勝
。
二
・
三
位
も

長
岡
勢
で
し
た
が
、
四
位
に
市
内
の
矢

野
国
男
さ
ん
が
入
り
ま
し
た
。
今
年
か

ら
有
料
（
一
日
券
五
百
円
、
高
校
生
以

下
は
無
料
）
で
す
が
一
度
ぜ
ひ
挑
戦
を
。

　
　
7
i
ル
を
守
っ
て
児
童
自
転
車
大
会

　
「
第
一
回
郡
市
交
通
安
全
児
童
自
転
車
大
会
」
が
七
月
二
十
七
日
困
に

十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
昨
年
ま
で

行
わ
れ
て
い
た
』
日
交
通
課
員
」
に
代
わ
る
交
通
安
全
行
事
で
す
。
大

会
に
は
郡
市
内
の
小
学
校
九
力
校
（
市
内
は
十
日
町
、
西
、
東
、
川
治
の

ストッブ！左右の安全確認です

四
力
校
）
五
・
六
年
生
十
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
一
チ
ー
ム
四
人
で
ま
ず
は
学
科
テ
ス

ト
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
や
交
通

規
則
な
ど
二
十
問
に
挑
戦
。
つ
づ
い
て

仮
設
コ
ー
ス
で
実
技
テ
ス
ト
、
交
差
点

で
左
右
の
安
全
確
認
を
し
な
が
ら
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
団
体
で
川
治
B
が
二
位
、
川

治
A
が
三
位
、
個
人
で
川
治
B
・
吉
田

明
郎
く
ん
が
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

曝
灘
難

　
　
　
　
、
　
糖
難
鯵
欝

イ〃ズルーシ3ン　ノ

　　　肇の〃・一5一
　　（、

寂国，☆デ郷愁さそう黛しちんちほつり
1　／憶到覧　　　　　　　　　にわか
　謹」蕉、・1夙で　　　大民謡流し、明石万灯、俄……昔ながらの情
　“暗、　1赴7・賊　　　　　　、　　　＿“
　　、　＜、、、∫　　　緒が心をな一ませます。圧巻は27日深夜、八角
　　　　　リペマ
鈴木　　蘭さん　　みこしが諏訪神社に還御する時のもみ合いの様．

　（広報協力員）　　　　この時分には秋風も感じられます。

砂
磯
蜀
髄
謬
轟
に
蘇
虜
鰭
・
．
甕
〃

書
い
て
い
る
時
は
た
だ
も
う
夢
中

　
高
校
一
年
と
小
学
校
五
年
の
二
人
の

孫
に
前
か
ら
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
言

わ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
う
「
大
ば
あ
ち

ゃ
ん
」
で
す
よ
。

岩田ミヨシさん
　（新水62歳）

　
書
道
は
始
め
て
十
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
飛
渡
地
区
公
民
館
と
飛
一
小
学
校

に
合
わ
せ
て
月
三
回
通
っ
て
い
る
ん
で

す
。
書
い
て
い
る
時
は
何
も
か
も
忘
れ

て
も
う
夢
中
、
そ
の
時
の
気
持
ち
が
好

き
な
ん
で
す
。
ほ
か
に
も
料
理
や
世
間

の
こ
と
な
ど
、
　
「
三
人
寄
れ
ば
文
珠
の

知
恵
」
で
勉
強
に
な
り
ま
す
し
ね
。

　
じ
さ
よ
う
じ
ゅ
つ

　
自
彊
術
も
昭
和
五
十
八
年
か
ら
続
け

て
い
ま
す
。
風
呂
上
が
り
に
毎
日
二
十

分
、
と
て
も
体
の
調
子
が
い
い
ん
で
す
。

孫
に
自
転
車
の
乗
り
方
を
教
え
て
も
ら

い
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
っ
た
年
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
週
ぎ
る

　
シ
ル
バ
i
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
は
昭
和

六
十
年
六
月
に
入
会
、
今
の
仕
事
も
入

会
し
た
時
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
扱
っ

て
い
る
の
が
鮮
魚
だ
け
に
時
間
が
勝
負

水落邦夫さん
　（高島1　69歳）

の
仕
事
だ
か
ら
大
忙
し
で
す
ね
。
荷
下

ろ
し
、
お
得
い
先
へ
の
配
達
、
あ
っ
と

い
う
問
に
過
ぎ
る
ん
で
す
。
で
も
半
日

仕
事
だ
か
ら
体
に
は
そ
う
こ
た
え
ま
せ

ん
ね
。
体
は
丈
夫
、
若
い
こ
ろ
か
ら
病

気
を
し
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
。

　
午
後
、
今
の
時
期
は
好
き
な
土
い
じ

り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
で
す
か
ら

自
分
で
仕
事
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い

で
す
ね
。
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
年
齢

そ
し
て
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
が
紹
介
で

き
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
頑
張
れ
る

だ
け
頑
張
り
ま
す
よ
。
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良
大
成
功
で
す
コ
モ
通
り
で
は
じ
め
て
縁
日

　
高
田
町
一
丁
目
商
業
部
会
（
柳
光
政
会
長
）
の
コ
モ
通
り
縁
日
が
、
七

月
三
十
一
日
㈹
大
光
相
互
銀
行
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
十
年
に
コ

モ
市
と
の
姉
妹
都
市
十
周
年
を
記
念
し
「
コ
モ
通
り
」
が
誕
生
。
そ
の
後
、

商
店
街
が
ま
す
ま
す
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
．
こ
れ
ら
に
弾
み
が
つ
け
ば

生きものが人気の的です

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
◎

　
部
会
員
約
三
十
五
人
が
T
シ
ャ
ツ
（
胸

に
コ
モ
の
旗
、
背
中
に
リ
バ
コ
モ
）
姿
で

カ
ブ
ト
虫
、
風
船
、
ラ
ム
ネ
な
ど
が
引
き

換
え
ら
れ
、
中
に
は
「
引
換
券
を
ほ
し

い
の
で
す
が
」
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
聞
か
れ
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　
ま
た
、
八
月
四
日
㈲
か
ら
“
コ
モ
企

画
室
”
を
設
け
、
諏
訪
ま
つ
り
に
合
わ

せ
、
　
「
コ
モ
通
り
新
聞
」
の
発
行
を
と

編
集
会
議
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

17頑張ります。応援よろしくね

南
陵
ク
ラ
ブ

連
絡
先
一
金
子
　
信
義
さ
ん

（
鱗
螺
9
2
）

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
大
好

き
な
若
い
（
？
）
独
身
女
性
の
集
ま
り

で
す
。

　
去
る
六
月
二
十
六
日
、
巻
町
で
開
催

さ
れ
た
『
デ
サ
ン
ト
ジ
ャ
。
パ
ン
ク
ラ
ブ

カ
ッ
プ
新
潟
県
予
選
会
』
で
準
優
勝
し
、

県
代
表
と
し
て
、
今
月
十
九
日
か
ら
大

阪
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
が
で
き
て
今
年
で
十
二
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
何
度
か
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
久

々
の
全
国
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
十
二

人
の
部
員
は
燃
え
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
の

中
で
は
、
小
柄
で
、
名
も
な
い
チ
ー
ム

で
す
が
、
練
習
量
は
ど
の
チ
ー
ム
に
も

負
け
ま
せ
ん
。
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
夜
七
時
半
か
ら
十
日
町
小
学
校
体
育

館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
各
自
仕
事
が

ま
ち
ま
ち
で
、
な
か
な
か
全
員
そ
ろ
う

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間

を
み
つ
け
て
は
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
へ
の
目
標
は
、
初
戦
突
破
。

全
国
の
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
て
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
友
情
の

輪
を
広
げ
る
さ
わ
や
か
レ
デ
ィ
ー
の
集

ま
り
、
南
陵
ク
ラ
ブ
。
部
員
、
大
募
集

中
で
す
。

線
さ最高

動榔
　　No29

クです
　　　　　　　尋
　　　　　　せ　　　　　さ　　　　じ　　　感　　差を鞭簗

　
　
2
0
歳
代
か
ら
6
0
歳
代
の
32
人

　
念
願
の
有
志
の
会
を
と
昭
和
五
十
五

年
五
月
に
発
会
し
ま
し
た
。
目
的
は
、

「
会
員
相
互
の
親
ぽ
く
を
図
り
つ
つ
、

奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
人
と

　
　
　
　
け
ん
さ
ん

な
る
た
め
研
鎭
す
る
」
で
す
。
都
会
的

に
な
ら
な
い
、
遠
い
親
類
よ
り
近
く
の

他
人
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
い
う
互
助
、

連
帯
、
奉
仕
の
精
神
に
努
め
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

　
会
員
は
現
在
三
十
二
人
、
二
十
歳
代

か
ら
六
十
歳
代
と
幅
広
い
年
齢
層
で
す

が
　
年
齢
の
差
を
感
じ
さ
せ
な
い
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

発
会
年
月
の
数
字
合
わ
せ
、
．

　
　
　
　
　
で
進
ん
で
い
る
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
会
旗
は
発
会
時
に
、
器
用
な
会
員
が

手
製
の
す
ば
ら
し
い
も
の
を
寄
贈
し
て

く
れ
ま
し
た
。
お
な
じ
み
の
ハ
ッ
ピ
も

な
か
な
か
の
も
の
で
、
町
内
の
人
た
ち

に
す
っ
か
り
愛
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
住
ん
で
良
か
っ
た
町
内
会
に

　
発
会
当
初
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
と
、
親
ぼ
く
的
事
業
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
町
内
の
活
性
化
を
目
ざ
し
て
年

ご
と
に
役
員
が
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
企

画
し
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
主
な
年
間
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
五

月
は
花
見
会
、
七
月
は
納
涼
大
会
（
子

ど
も
魚
と
り
大
会
、
納
涼
の
つ
ど
い
）
、

八
月
は
盆
踊
り
大
会
と
不
用
品
バ
ザ
i
、

十
月
は
定
例
会
と
講
演
会
、
十
二
月
は

忘
年
の
つ
ど
い
、
一
月
は
ホ
ン
ヤ
ラ
ド

ウ
と
も
ち
つ
き
大
会
、
三
月
は
総
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
事
業
に
は
町
内
会
や
婦
人
会

の
皆
さ
ん
の
協
力
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
三
有
会
で
不
足
の
部
分
、
例
え
ば

知
恵
や
労
力
の
応
援
を
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
町
内
全
体
の
事
業
に
し
よ
う
と

い
う
願
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
老
い
も

若
き
も
一
人
ひ
と
り
が
町
内
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
る

よ
う
に
…
…
。

7とおガ』r3昭和63年8月10日



8月6日、わたしたちは

ノ少、

しました。一
一
一
目

冒
一を平和て油豊かな

　　　明るし1まち’をつくろう

　
昭
和
三
十
年
八
月
に
「
第
一
回
原
水

爆
禁
止
十
日
町
市
民
大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
三
十
二
年
十
二
月
に
は
、

多
く
の
団
体
機
関
や
政
党
が
加
入
し
た

平
和
団
体
「
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協

議
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
協
議
会
を
中
心
に
中
立
・
公

正
を
守
り
な
が
ら
、
核
兵
器
廃
絶
、
戦

争
放
棄
な
ど
の
平
和
を
訴
え
る
地
道
な

活
動
　
　
市
民
大
会
の
開
催
、
広
島
市

原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
へ
の
参

加
、
広
島
・
長
崎
両
市
の
被
爆
者
救
援

な
ど
ー
を
続
け
、
今
日
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。

　
と
く
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
付
金
を
、
被
爆
者
の
方
々
へ
の

　43年前の昭和20年8月6日・広島市に、つづいて9日・

長崎市に、人類初めての原子爆弾が投下され、合わせて推

定30万人もの人々が死亡し、40万人が被爆者となりました。

　8月6日「原爆の日」を迎え、市民会館ホールで『第34

回原水爆禁止十日町市民大会』が開かれましたが、これに

先立ち、世界の恒久平和を願う『核兵器廃絶平和都市宣言・

式典』が行われ、丸山市長が集まった1，000人の皆さんを

前に、平和都市へ向けて力強く宣言をしました。

救
援
資
金
や
見
舞
金
と
し
て
二
十
年
余

り
送
っ
て
き
た
活
動
は
、
全
国
で
も
ま

れ
で
広
く
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
六
十
年
九
月
に
は
市
議
会
が
、
市
民

運
動
の
熱
意
を
受
け
て
、
　
「
非
核
平
和

都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
を
す
で
に

可
決
し
て
い
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
の
平
和
を
求
め
る

皆
さ
ん
の
声
を
受
け
、
ま
た
平
和
で
心

豊
か
な
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
、

八
月
六
日
に
十
日
町
市
は
、
　
「
核
兵
器

廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

　
宣
言
文
は
下
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ

ん
と
と
も
に
広
く
世
界
に
目
を
向
け
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
、
そ
し
て
運
動

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

襲
轟
．
．

毫
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
難

　
　
　
　
　
　
　
　
器
舞
罫
，
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹
鐸

を
嶽
験
　
市
犀
活
動
を
只
嫡
麟
懸
、
鞭
、
飯

灘
箋
懸
鐘
翻

態
趨
薄
購
磯
雛
灘
　

力
蒙
続
き
謹
雛
騒
鯖

麟
懸
灘
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
．
・

・
る
崇
高
な
理
想
庭
の
の
難
謝
｝
，
義
獄
麺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

・
兵
器
誌
廃
絶
墜
　
軍
縮
縷
懸
欝
．
騒
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
…

を
宣
言
膨
ま
諜

昭
和
六
叢
三

今月は「こんにちは。市役所です。」は休みます。
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料（4人分）材

・さやいんげん…200g・あさり

（むきみ）…／パック（缶詰の場

合は中／缶）　・にんじん…中％本

・バ9一…509・塩＼コショウ＼

言周ロ床料，　ごまジ由…少・マ

ミツイさん庭野

（暮5ヂー424ξ蓉）

　
簡
単
で
、
ス
タ
ミ
ナ
た
っ
ぷ
り

　
　
　
　
　
　
ド
ら
ノ
し

　
今
は
、
い
つ
が
旬
，
だ
か
わ
か
ら
な
い

も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
家
に
あ

る
も
の
を
使
っ
て
手
軽
に
で
き
る
一
、
品

で
す
。
い
ん
げ
ん
の
か
わ
り
に
、
枝
豆

を
使
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。
お
年
寄
り

に
は
、
サ
ラ
ダ
油
を
使
っ
て
、
あ
っ
さ

り
味
に
し
た
方
が
喜
ば
れ
ま
す
。

　
牛
乳
と
ス
ー
プ
の
素
を
加
え
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
洋
風
な
あ
さ
り
ス
ー
プ
に
な

り
ま
す
よ
。

〈
作
り
方
〉
①
さ
や
い
ん
げ
ん
は
筋
を

取
り
、
に
ん
じ
ん
は
適
当
な
大
き
さ
に

切
り
、
塩
を
入
れ
た
お
湯
で
、
サ
ッ
と

ゆ
で
る
。

②
①
の
い
ん
げ
ん
を
小
口
に
切
り
、
に

ん
じ
ん
、
あ
さ
り
と
い
っ
し
ょ
に
バ
タ

ー
で
い
た
め
る
。
　
（
強
火
）

③
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
・
調
味
料
で
味
つ
け

す
る
。

④
香
り
づ
け
に
ご
ま
油
を
入
れ
、
全
体

に
混
ぜ
合
わ
せ
、
器
に
盛
惹
。

〈
こ
ん
な
料
理
も
あ
り
ま
す
よ
〉

　
大
き
く
な
っ
た
き
ゅ
う
り
を
使
う
一

品
で
す
。
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
き
ゅ
う
り
は
皮
を
む
き
、
ま
ん
中
の

タ
ネ
を
く
り
抜
き
、
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
で

味
つ
け
し
た
ひ
き
肉
を
詰
め
、
し
ょ
う

油
と
だ
し
汁
で
煮
る
。
や
わ
ら
か
く
て

お
い
し
い
で
す
よ
。

弓
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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風間鞘（書・齊）

　　　　　　ちゃん

　喜則・操さん長女

　　　（長里）

　アイスクリーム＼バーマンが大好きな女の子なの。

近所の友達はみんなお兄ちゃん。だから遊びでつい

て行くのが大変＼でも足が速くなったよ。早く来年

の2月にならないかな。だってお姉ちゃんになるん

だもん。お田さん＼お父さんも楽しみだって。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

東下組保育所

　　　　　⑭

　
　
灘
嚢
察

　
　
　
麟
灘

鷺
～

雛醗．

ガ
　
　
　
き
じ

齢
騰

⑱
磁
鳩
鑛
講
，
・

轟
臨
．
、
．

霧
郷

ダンプ＼ブルドーザー＼
ユンボで並事中なんだ。

僕＼大きくなったらダン
ブの運転手になるんだ。

　　　　　　　水
　　　　　　　落

　　　　　　　ん　）

花の国のお話だよ。夢で
私が花の精になったの。

みんなきれいに咲こうと
一生懸命なんだよ。

　　　　　　　小
　　　　　　　島

　　　　　　　　　（

　　　　・蕪’i　や歳
　　　鎌．　　　　　ん　一

串ヤン縄スだより

　Vol．17
野中小学校

　
〃
￥
Ψ
轡

　
込
1

晶
緑
の
少
年
団
活
動

「努力する子・人につくす子・たくましい子」

　　教育目標でがんばる野中の子
緑の羽根共同募金（上）

妻有荘訪問（下）

　
右
の
活
動
の
ほ
か
、
他
校
と
の
交
流

集
会
、
植
樹
祭
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し

て
自
然
愛
や
奉
仕
の
精
神
を
学
び
ま
す
。

晶
手
づ
く
り
児
童
会
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
D
の

詑
　
　
　
磯
灘
．
．
譲
　
ー
『
　
駅
α

麟
．
…
灘
趣
講
鰯
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
班
元

　
右
の
ほ
か
、
七
夕
か
ざ
り
、
秋
の
遠

足
の
と
き
あ
げ
る
連
だ
こ
、
節
分
の
鬼

の
面
な
ど
、
児
童
の
手
づ
く
り
作
品
で

楽
し
い
集
会
を
開
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
き

晶
三
者
の
心
の
絆
を
結
ぶ
親
子
行
事親子木の芽採集（上）

仕分け作業も一緒（下）

　
右
の
ほ
か
、
臨
海
、
収
穫
祭
、
雪
上

運
動
会
な
ど
、
親
子
と
先
生
で
楽
し
み

ま
す
。

晶
児
童
の
育
て
た
花
が
年
中
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

“騰

／人／鉢栽培、土つくり、苗植え（上）

外は雪．内は花いっばい（下

　
一
年
中
、
一
人
が
一
鉢
ず
つ
花
を
育

て
、
花
壇
に
種
々
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

晶
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
練
習

・
難
灘藤鷹
．
蠣

　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
』

　
　
『

　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
癖
紺

　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
、
動
習

齢
熱
　
運
練

．
燦
難
　
監

轟
暇
葉

　
当
間
分
校
、
大
石
分
校
、
本
校
に
分

か
れ
る
十
二
月
ご
ろ
か
ら
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
の
練
習
に
熱
が
入
り
ま
す
。

9と7お，ガ夢3昭和63年8月10日



　　昭和64年新卒者求人案内く第2報＞
※ここに掲載した求人は7月28日までに申し込んだ企業です。詳細は十日町公共職業安定所（奮57－2407）へおたずねください。

事　業　所　名
所　　在　　地

（　）は就業場所

生産　品　目

事業内容
学　歴

職種および求人数
男 女 男女共用

山ロ塗装工業所
十日町市稲荷町1
　（高田町6） 建　築　塗　装 高校卒 塗　装　工（2）

㈱　　山　田　建　　設 津南町陣場下 住　宅　建　築 〃 大　　　工（1）

高　幸　建　設　㈱ 中里村田沢 土木工事業 〃 土木技術（2） 一般事務（1）

㈱蕪木紋紙工業所 十日町市西寺町 染色用型枠 〃 トレースエ（2）

㈱　　　　田　　　　倉 十日町市本町2 衣料品・雑貨小売 〃 販　売　員（3）

青　山　商　事　㈱ 十日町市袋町東 絹織物卸買継 〃 営　　　業（1）

㈱　　新　　川　　屋
十日町市高田町6
　　（長岡） 食品・酒類卸売 〃 配　送　員（1）

津南町森林組合 津南町中深見 事業協同組合 〃 製　材　工（3） 食品製造工（3〉

㈱十日町市農協福祉会館 十日町市本町2 食料品小売 〃 店　舗　係（2）

ヤマニ車体工業㈲ 十日町市関根2 自動車修理 〃 銀金塗装工（1）

大星工業㈱十日町工業所 十日町市下条栄町 通信機部品製造 〃 機械製造（3）

津　南　電　子　㈱ 津南町下船渡 コンピューター部品製造 〃 生産技術（2） 組立検査（3）

㈱三尾プレシジョン 津南町下船渡 油圧・空圧シリンダー 〃 機　械　工（3）

㈱　　　　拓　　　　越 十日町市本町7－2 管工事・給排水設備
大　　卒
専修卒

設計技術（1）
設計技術（2）

大　島　電　気　㈱ 十日町市明石町 電　気　工　事 大　　卒 電気技術（1）

㈱　　新　　川　　屋 十日町市高田町6　（同上・東京） 酒・食品卸売
大　　　　卒
短．　大　卒
専　修　卒

営業企画（3）
調　　　　　理（2）

糸至　　　　理（1） 営　　　　業（2）
事　　　　務（1）

三和食品工業㈱ 十日町市高田町6 食　品　加　工 大　　卒 食品開発（3）

㈱　村　　山　商　会 十日町市本町1下 建材・家庭用品小売 〃 営　　　業（2）

ノリタ光学㈱十日町工場 十日町市明石町 光学レンズ製造 〃 事　　　務（1）

㈱　　　　関　　　　芳 十日町市山本町5 絹織物製造 〃
経　　　理（1）

営　　　業（1）

吉　沢　織　物　㈱ 十日町市本町1下 〃 〃 営　　　業（1）

青　柳　織　物　㈱ 十日町市栄町 〃
大　　卒｛
専　修　卒

企画デザイン（1）
事　　　　務（1）
企画デザイン（1）

㈱字都宮製作所十日町工場
十日町市稲荷町2
　（同上・東京） 工作機械製造

大　卒｛

高専卒｛

技　　術　　職（1）
事　　務　　職（1）
営　　業　　職（1）
技　　術　　職（1）
営　　業　　職（1）

㈱テイーエムイー 十日町市昭和町1 半導体製造装置 大・短大専修卒 機械設計（5）

㈱算法設計新潟営業所 十日町市本町2 コンピューターソフトウェア 大　　卒 プログラマー（2）

十日町ソフト開発㈱ 十日町市本町6－1 〃
大　　　　卒
短　大　卒
専　修　卒

フ。ログラマー（4）

プログラマー（2）
プログラマー（2）

㈱フジミック新潟 十日町市南新田町1 〃 大　　卒 プログラマー（6）

宮本警報器㈱十日町工場 十日町市吉田山谷 自動車用電装品 〃
生産技術（2）
NTC技術（2）

川　　西　　町　役　　場 川西町水口沢 地　方　公　務 〃 事　　　務（1）

十日町織物コニ業協同組合 十日町市西寺町 事業協同組合 〃 事　　　務（1）

十日町市農業協同組合 十日町市高田町5 農業協同組合 〃 事　　　務（2）

㈱　村　　山　土　建
十日町市山本町2
（同上・東京・大宮） 総合建設業

短　大　卒
専　修　卒
高　　　　卒

現場代理人（2〉
経理事務（1）
現場代理人（1）

㈱　丸　山　工　務　所 十日町市稲葉 〃 短大卒
土木技士（3）
測量技士（1）

グリーンピア津南 津南町秋成 ホテル・レジャー施設 〃 接　　　客（2）

十日町織物工業協岡組合
　　給食センター

十日町市本町7－1 給　食　弁　当 〃 栄　養　士（1）

ガルレディース㈱十日町工場 十日町市八幡田町 婦人服製造
高専・専修卒

高　　卒｛
技術管理（2）
営業事務（2）
裁　　断　　士（3）

縫　　製　　工（10）

ガルレディース㈱津南工場 津南町下船渡 〃 高専・専修卒 技術管理（2）

㈱　　美　　佐　　伝 十日町市四日町新田3 管工事・給排水設備 専修卒 設計管理（3）

小海設計事務所 川西町中屋敷 建　築　設　計 〃 設　　　計（1）

辰　巳　建　設　㈱ 十日町市新座4 総合建設業 〃 現場管理（2）
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博
物
館
夏
季
特
別
度

　
　
　
新
潟
が
生
ん
だ
世
界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
偉
大
な
軌
跡

　
　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
・
亀
倉
雄
策
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
2
1
日
日
～
2
8
日
㈲
豊
舗
側
無
。
。
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〈
お
も
な
展
示
作
品
〉

●
ポ
ス
タ
ー
　
原
子
力
を
平
和

産
業
に
！
（
一
九
五
六
年
）
ヒ

ロ
シ
マ
ア
ピ
ー
ル
ズ
（
一
九
八

三
年
）
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
（
一
九

八
七
年
）
J
A
P
A
N
”
夏

二
九
八
七
年
）
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
一

九
六
一
年
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
一
九
六
四
年
）
札
幌
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
七
〇
年
）
E

X
P
O
7
0
二
九
六
七
年
）
89

名
古
屋
デ
ザ
イ
ン
博
覧
会
（
一

九
八
七
年
）
な
ど
六
十
点
。

●
マ
ー
ク
　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　鞘　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　甲　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　甲　一
一一

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
ニ
九
五
九

年
）
N
T
T
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
、

ロ
ゴ
タ
イ
プ
ニ
九
八
五
年
）

な
ど
四
十
点
。

●
ほ
か
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
類
多
数

　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一
一一

〈
協
力
〉
新
潟
県
美
術
博
物
館

〈
後
援
〉
十
日
町
織
物
工
業
協

同
組
合
、
十
日
町
染
織
デ
ザ
イ

ナ
ー
協
会
、
市
内
新
聞
社
4
社

（1967年）

憾雛羅

　　東京オリンピ

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　醤　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一
一一

（1962年）EXPO’70

〈
亀
倉
雄
策
さ
ん
の
略
歴
〉

　
大
正
二
年
、
西
蒲
原
郡
吉
田

町
生
ま
れ
。
日
大
二
中
卒
。
日

本
宣
伝
美
術
会
の
創
立
に
参
画
。

国
際
的
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
活
躍
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
万
博
な
ど
の
ポ
ス

タ
ー
、
N
T
T
マ
ー
ク
等
も
手

が
け
る
。
国
際
文
化
デ
ザ
イ
ン

大
賞
は
じ
め
幾
多
の
賞
を
受
賞
。
一

勲
三
等
瑞
宝
章
叙
勲
。
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一一

　
　
　
　
　
　
市
内
に
は
、
県

膿
知
妻
饗

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
役
員

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

国民年金委員の役員（敬称略）

氏　　　名 住　　　所 電　　話

会　長 佐藤　　富 千　歳　町 52－3275

副会長 生越　好雄 原 55－2556

理　事 蕪木　芳松 神　明　町 57－OO97

〃 渡辺　真人 中　　　町 52－2680

〃 田中　トヨ 春日町2 57－3909

〃 尾身ウタ子 鉢　　　1 57－0619

〃 小海　宗平 名　ケ　山 57－1906

〃 村山　　正 下条中央通り 55－2740

〃 丸山　昌子 水　沢　2 58－2064

〃 池田　栄子 十市　5 58－3121

監　事 高橋　国彦 本町　2 57－2448

〃 池田　　幸 嘉　　　勝 59－2289

織
布
課
程
研
修
生
募
集

　
伝
統
的
工
芸
品
「
十
日
町
緋
」

「
十
日
町
明
石
ち
ぢ
み
」
の
織

布
技
術
の
基
礎
的
な
知
識
（
実

技
）
の
修
得
を
目
的
と
し
た
後

継
者
育
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催
　
十
日
町
織
物
工
業
協

　
同
組
合

■
と
　
き
　
9
月
1
日
㈲
～
3
0

　
日
㈹

　
▼
平
日
　
午
前
8
時
3
0
分
～

　
午
後
3
時
5
0
分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　甲　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一
一一

　
▼
土
曜
　
午
前
8
時
3
0
分
～

正
午

目
と
こ
ろ
　
十
日
町
高
等
職
業

訓
練
校
（
学
校
町
1
）

■
定
　
員
　
m
人

■
内
容
学
科
、
実
技
（
手

織
機
を
中
心
に
）
、
行
事

■
申
し
込
み
　
8
月
2
5
日
㈲
ま

　
で
に
織
物
組
合
総
務
部
（
盈

　
5
7
1
9
1
1
1
）
へ
。

■
そ
の
他
　
交
通
費
を
補
助
し

　
ま
す
。

屋
外
広
告
物
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱

■
と
　
き
　
9
月
1
4
日
㈲
午
前

　
1
0
時
～
午
後
5
時

■
と
こ
ろ
　
県
庁
行
政
庁
舎
会

議
室
1
3
0
1
（
新
潟
市
新
光

町
4
番
地
1
）

■
申
し
込
み
　
9
月
5
日
㈲
ま

で
に
新
潟
県
土
木
部
都
市
計
画

課
（
新
潟
市
新
光
町
4
番
地
1

盈
幡
ー
麟
1
5
5
1
1
）
へ
。

ゴ
ミ
収
集
篭

　
　
　
　
　
休
み
ま
ず

　
8
月
1
5
日
㈲
お
　
盆

　
8
月
27
日
出
お
祭
り

　
　
※
焼
却
場
に
は
、
ゴ
ミ
の
持

　
　
　
ち
込
み
は
で
き
ま
す
。

　
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の

　
　
　
　
　
夏
の
タ
ベ

　
　
夏
休
み
の
思
い
出
の
ー
ぺ
ー

　
ジ
に
1
夕
涼
み
が
て
ら
、
家

　
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
■
と
　
き
　
8
月
2
0
日
ω
午
後

　
7
時
～
8
時
3
0
分

　
■
と
こ
ろ
　
十
日
町
公
民
館

　
■
入
　
場
　
無
料

　
■
内
容
影
絵
1
1
み
に
く
い

　
あ
ひ
る
の
子
　
ス
ラ
イ
ド
絵
本

　
11
じ
ご
く
の
そ
う
べ
い
　
ブ
ラ

　
ッ
ク
ラ
イ
ト
ロ
八
郎

一一一一一一一一一一一幽一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一甲－臼一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一騨一聯薗一一
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お

零
．
矧

象
　
6

北
越
北
線
の
建
設
工
事

　
日
本
鉄
道
建
設
公
団
東
京
支

社
か
ら
、
北
越
北
線
建
設
工
事

の
調
査
お
よ
び
測
量
の
た
め
、

成
区
間
の
稲
荷
町
周
辺
か
ら
高

田
町
周
辺
の
土
地
立
入
り
通
知

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
北
越
北
線
は
十
日
町
市
に
と

っ
て
関
東
と
北
陸
と
を
結
ぶ
重

要
な
鉄
道
と
な
り
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。■
工
事
名
　
北
越
北
線
建
設
工

＊

土
地
立
入
り

響

　
　
事

　
■
期
問
　
6
3
年
8
月
－
日
㈲
～

　
　
6
6
年
3
月
3
1
日
㈹
ま
で

　
■
目
的
　
調
査
・
測
量
の
た
め

　
・
・
土
地
の
区
域

　
　
（
川
治
地
区
）

　
　
大
字
高
山
字
中
沢

　
　
（
十
日
町
地
区
）

　
　
原
、
子
、
字
原
田
、
字
原
田

　
　
尻
、
字
大
谷
地
、
字
上
谷
地
、

　
　
字
谷
内
、
字
西
原
田
、
字
下

　
　
谷
内
、
字
丸
山
、
字
上
島
、

　
　
字
芝
林
、
字
中
沢

一一一一一一一一一一一一一廟一一一一一一一一一一一一一一一一一一「甲甲聯一一

交
通
安
全
家
族
会
議

■
作
文
の
題
材

　
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域

で
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、

話
し
合
っ
た
内
容
や
実
行
し
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
（
作
文
に

は
内
容
に
合
っ
た
題
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
）

■
締
め
切
り
　
9
月
2
0
日
㈹

■
応
募
区
分
　
①
小
学
生
低
学

　
年
の
部
（
1
・
2
年
）
②
小

　
学
生
中
学
年
の
部
（
3
・
4

　
年
）
③
小
学
生
高
学
年
の
部

　
（
5
・
6
年
）
④
中
学
生
の

　
部
⑤
母
親
・
一
般
の
部

■
応
募
方
法
　
O
D
小
学
生
の
各

　
部
お
よ
び
中
学
生
の
部

　
①
姻
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
以

　
内
②
作
文
に
応
募
区
分
、
郵

　
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
学

作
文
募
葉

　
　
校
名
、
学
年
、
学
校
所
在
地

　
　
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
③
送
り
先
　
〒
…
東
京
都
千

　
　
代
田
区
外
神
田
2
1
2
1
1
7

　
　
㈹
日
本
交
通
福
祉
協
会
　
交

　
　
通
安
全
作
文
募
集
係

　
　
ω
母
親
・
一
般
の
部

　
　
①
姻
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以

　
　
内
②
作
文
に
応
募
区
分
、
郵

　
　
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

　
　
齢
、
職
業
を
記
入
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
　
③
送
り
先
　
〒
㎜
東
京
都
千

　
　
代
田
区
霞
が
関
3
1
1
1
1

　
　
総
務
庁
交
通
安
全
対
策
室

　
　
交
通
安
全
作
文
募
集
係

　
■
表
彰
　
最
優
秀
者
は
、
6
4
年

　
　
1
月
、
交
通
安
全
国
民
運
動

　
　
中
央
大
会
に
お
い
て
表
彰
。

甲甲騨一一薗一一一甲一一甲一一一一1一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一
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査にこ協力を

欝
役
所
ぽ

　
県
で
は
毎
年
、
県
内

約
2
、
3
0
0
の
事
業

所
の
賃
金
、
労
働
時
間

な
ど
労
働
条
件
の
実
態

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
は
企
業
・

労
働
組
合
な
ど
広
く
各

方
面
に
利
用
さ
れ
て
い

調
ま
す
．
ご
協
力
を
お
願

　
　
　
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
　
建
設
、
製
造
、

　
運
輸
・
通
信
、
卸
売
・
小
売
、

金
融
・
保
険
、
サ
ー
ビ
ス
業

　
（
医
療
含
む
）
の
う
ち
抽
出

さ
れ
た
事
業
所
。

■
調
査
時
点
　
7
月
3
1
日
現
在

■
提
出
期
限
　
8
月
2
5
日
㈲

■
問
い
合
わ
せ
　
長
岡
労
政
事

務
所
（
盈
0
2
5
8
－
3
8
1

2
5
4
6
）

64

年
歌
会
始
の

　
　
　
お
題
は
『
晴
鮎

■
詠
進
要
領
　
自
作
の
歌
で
1

　
人
1
首
と
し
、
未
発
表
の
歌

　
に
限
り
ま
す
。

■
詠
進
期
間
　
9
月
1
日
㈲
～

m
月
H
日
㈲
ま
で

■
あ
て
先
　
　
「
〒
㎜
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
1
番
1
号
宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

　
歌
」
と
書
き
添
え
て
。

■
問
い
合
わ
せ
　
返
信
用
切
手

を
貼
っ
た
封
筒
を
同
封
し
て

　
9
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
宮
内
庁

式
部
職
へ
。

〔少年の部（代表3県）〕　　　　　甲の下永．、　　　　、甲　　　甲　　里料ご報て　　　　書

盈
駆
ー
3
潅
灘
講

高
齢
着
総
禽

　
　
相
談
セ
ン
タ
ー

　
お
年
寄
り
と
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
相
談
と
情

報
を
提
供
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
時
間
　
月
曜
日
～
土
曜

　
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
で
ん
わ
　
幡
－
溜
1
4
1
6

　
5
　
・
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
『
0
　
　
　
　
　
「
D

　
ワ
な
　
ワ
ム
　
　
　
　
　

　
む
　
　
　
　
　

■
と
こ
ろ
　
新
潟
県
社
会
福
祉

　
会
館
（
新
潟
市
東
中
通
1
1

　
8
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

懲
帯
9
4
8
華
歳
臨
＄
1
3
》
　
灘
謹
　

惰

市
民
プ
ー
ル

　
8
月
1
3
日
ω
か
ら
、
閉
場
時

間
が
午
後
7
時
か
ら
午
後
6
時

に
変
わ
り
ま
す
。

第
7
画
市
騰

ソ
7
卜
求
ー
ル
大
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

■
と
　
き
　
9
月
4
日
日

■
と
こ
ろ
　
信
濃
川
運
動
公
園

■
参
加
資
格
　
4
0
歳
以
上
の
男

　
子
と
2
0
歳
以
上
の
女
子
で
ー

　
チ
ー
ム
9
～
1
5
人
。

■
申
し
込
み
　
8
月
2
0
日
ω
ま

　
で
に
体
育
課
（
盈
5
2
1
4
3

　
7
7
）
へ
。

北
信
越
国
体
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
新
潟
県
（
成
年
一
部
）
に
は
、

永
井
啓
介
（
実
業
高
校
教
諭
）

下
村
昌
昭
（
川
西
高
校
教
諭
）

の
両
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
8
月
2
6
日
㈹
～
2
8

　
日
印

　
　
（

　
　
　
代
表

　　　　　　　　石川県　　　　．
　r一一一一一一一一一一一　　　27日13．20
代128四9狸．一幽』暫潟県　　　（陸）

表、（陸）　　　　　26日10：βO
L→27日1・：（、・福井県（信）

謹L灘鋼一袋

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　薗　　　　　　　　一　　　　　　　　響　　　　　　　騨　　　　　　　一　　　　　　疇　　　　　，←　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一
顧囎

　一　一
儒一

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場
、
信

濃
川
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

　
　
　
　
　
代
表

〔成人2部（代表1県）〕〔成年哩部（代表2県〉，

新潟県27日10：00

長野県一一一＿
　26日12：10（信〉

　　　　（信）　28日
福井県　　　　11：40
　　　　　　　（陸）
石川県

40　代
陸）1表

　　27日11：40　（イ言）

富井県

富山県
　　　　　27日11
新潟県
　　　　　　　（
　26日10：00（陸）

石川県

代
表

福井県
　26日13：20（陸）

長野県

諏訪まつり前夜祭　翻仮装六魯講

■と　き　8月25日休）午後7時30分～9時20分　■ところ　本町1～6、駅通り、

高田町1　※集合場所　午後6時50分にクロス10駐車場　■参加基準①市内

外を問わず個人・団体　②参加人数は1人より無制限。ただし、2人までは「個

人の部」3人以上は「団体の部」とする。■表　彰　最優秀賞と2位、3位に

賞金と賞品。全員に参加賞　■申し込み　8月19日㈹までに観光協会（奮57－

3345）、商工会議所（費57－5111）、商工観光課（盈内線230・231）へ。

ユ21＞8月の体育施設の無料開放日は27日㊤です



住
◎
対
象
者

　
▼
結
核
定
期
健
康
診
断
（
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
…
…
十

五
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
会

社
、
学
校
等
で
健
康
診
断
を
受

け
て
い
、
る
人
は
除
き
ま
す
。

　
▼
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
）
…
…
四
十
歳
以

上
の
人
。
た
だ
し
、
会
社
等
で

健
康
診
断
を
受
け
て
い
る
人
は

除
き
ま
す
。

　
▼
基
本
健
康
診
査
（
検
尿
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
な
ど
）

…
…
三
十
五
歳
以
上
の
人
。
た

だ
し
、
会
社
等
で
受
け
て
い
る

人
お
よ
び
病
院
で
慢
性
疾
患
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
原
則

と
し
て
除
き
ま
す
。 民

健
康
診
査

8
月
2
2
日
～
9
月
1
2
目
分

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　暉　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　薗　　　　　　一　　　　　幽　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一
一一

　
▼
全
員
に
血
液
検
査
を

肝
機
能
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

貧
血
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
▼
循
環
器
検
査

血
圧
な
ど
に
異
状
が
疑
わ
れ
る

人
は
、
心
電
図
、
眠
底
検
査
を

行
い
ま
す
。
（
糖
尿
病
検
診
は
、

今
ま
で
ど
お
り
後
日
行
い
ま
す
）

◎
個
人
負
担
金

　
結
核
健
康
診
断
…
…
無
料

　
基
本
健
康
診
査
…
…
枷
円

　
※
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
お

よ
び
老
人
医
療
を
受
け
て
い
る

人
は
無
料
で
す
。

◎
そ
の
他

　
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

住民健康診査目程表

月日 受付期間 対　　　　　象 会　　　場

8．22
（月）

午前9：30～11100 漆島、池沢、野中、鍬柄沢 野中小学校
午後1：30～3100 高島1・2 高島集会所

8．23
（火）

午前9：30～11：30 鉢1・2、中手 真田小学校
午後1：30～3：00 中平、名ケ山 名ケ山小学校

8．24

㈹

午前9：30～11：30 吉田山谷、小泉3
吉田集会所

午後1：00～3：00 稲葉、小泉1兜2

8．29
（月）

午前9：30～11：30 北鐙坂1・2、樽沢
就業改善センター

午後1：00～3：30 北鐙坂3、南鐙坂

8．30
（過

午前9：30～11：30 中村、六箇山谷、塩之又 老人福祉センター

　　　羽根川荘午後1：00～3：30 麻畑、田麦、ニツ屋、船坂

8．31

困

午前9：30～11：30 中町、北原、市之沢

中条地区公民館

午後1：00～3：30 中条八幡、上原新町、上町、旭ケ丘

9．1

㈲

午前9：30～11：30 背戸、下町、峠、梅沢

午後1：00～3：30 中条旭町、中条島、中条新田

9．2

㈹

午前9：30～11：00 太子堂、塚田、上原

午後1二〇〇～3：30 本町7－1・7－2
新座コミュニティー

　　　センター
9．5

（月）

午前9：30～11：30 新座2、4－1・4－2、三和町

午後1：00～3：30 新座1・3

9．6

（廻

午前9：30～11：30 四日町2、尾崎
大井田コミュニティー

　　　センター

午後1：00～3：30 四日町新田1・2・3・4、南新田町1

9．12
（月）

午前9：30～11：30 南新田町2・3、四日町1・3

午後1：00～3：30 四日町4、四日町中原、五軒新田

次の日程は8月25日号でお知らせします。保健衛生課保健衛生係（盈内線138・139）

三匪■1『養通繋奎蕪灘製搬一鍵

聯

【】飲酒運転追放

飲酒運転を見たら、聞い膳

監視しましょう。

7月中の交通事故発生状況（　）累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
63年 11（64） 11（74） 1（3）

62年 13（48） 20（58） 1（2）

川西町
津南町
中里村

63年 5（27） 6（37） O（1）

62年 8（27） 8（32） 0（0）

計
63年 16（91） 17（111） 1（4）

62年 21（75） 28（90） 1（2）

子どもの事故が増えている！

　鱒一7月28日㈲午後6時55分ごろ、

諏訪町の市道において小学校3年生の男

の子が父親の運転する車から降り、道路

を横断しようとして24歳の会社員の運転

する普通乗用車にはねられ、左足首骨折

の重傷を負う事故が発生しました。

電
脚
停
胴
業
聴
作
魁

　8月19日㈹午後2時～4時半◆川

原町、学校町1の各一部

　8月25日休）午前9時～11時半◆千

歳町1・2・3、山本町3・4の各一部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　隅　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一
一一

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
8
月
2
3
日
㈹
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
当
医
　
石
田
院
長
（
五
日

町
病
院
）

圏
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
盈

内
線
湖
・
鵬
）
へ
。

　
※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

　
　
ら
れ
ま
す
。

雪まつりテレホンカード発莞中！グ
十日町雪まつりのテレホンカードシリーズも今回で4回目。毎回好評のうち

ご利用いただいていますが、第39回のカーニバルステージ「日本丸」をモチ

フにしたものを作成しました。

〉1枚900円（台紙付）〉2枚1，700円（台紙付）
　発売先　N　T　T十日町（盈116）クロス10（盈57－2323）商工観光課

　　　　　（盈内線230・231）へ。

鞭鞭顯麟　　『．鎌辮㈱轟電鷺

新潟県少年の主張大会十臼町・中魚沼地区大会

ロと　き　8目／9E」箇午後／時30分～　■ところ　市民会館ホール　■発表者　／0人

ユ3と’みガ♂ド3昭和63年8月10日



捗
⑫

　
　
　
⑳　市史編さん室

　やはなち

姿矢放神社の大ケヤキ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
は
な
ち

　
姿
大
橋
か
ら
左
岸
橋
詰
方
向
に
矢
放

　
　
　
し
ゃ
そ
う

神
社
の
社
叢
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

大
ケ
ヤ
キ
は
同
神
社
の
隣
地
に
あ
る
古

噴
状
の
丘
の
頂
上
に
あ
る
が
、
社
叢
を

構
成
す
る
ス
ギ
の
高
木
林
が
手
前
に
あ

る
た
め
に
全
容
は
見
え
な
い
。
わ
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
か
ん

に
ス
ギ
林
の
上
に
出
た
樹
冠
部
が
望
め

る
だ
け
で
あ
る
。

　
境
内
の
南
側
に
あ
る
広
場
か
ら
見
て

も
丘
の
斜
面
に
植
え
た
サ
ク
ラ
の
茂
み

に
隠
れ
て
主
幹
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、

枝
ぶ
り
は
こ
の
方
向
に
見
せ
る
姿
が
も

っ
と
も
美
し
い
。

　
こ
の
大
ケ
ヤ
キ
は
胸
高
直
径
は
一
材

六
三
独
．
、
樹
高
約
二
十
八
揖
、
枝
下

約
五
材
、
枝
張
り
は
南
方
向
へ
九

材
、
東
へ
十
五
㌶
、
北
へ
六
㌶
、

西
へ
十
一
㌶
で
あ
る
。
樹
勢
は
枝

葉
が
よ
く
繁
り
、
枯
枝
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ず
、
樹
容
が
優
れ
、
風

格
を
そ
な
え
て
い
る
。

　
大
ケ
ヤ
キ
の
由
来
は
、
　
「
姿
の
あ
ゆ

み
」
　
（
昭
和
五
十
七
年
刊
行
）
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
た
び
た
び
の
水
害
を

　
　
　
え
い
き
ょ
う

嫌
っ
て
永
享
元
年
（
一
四
二
九
年
）
に

神
社
を
移
転
し
た
際
、
そ
れ
を
記
念
し

て
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
植
え
た
と
さ
れ
る
ケ
ヤ
キ
が

も
う
一
本
北
へ
四
材
の
位
置
に
あ
っ
た

が
、
幹
の
腐
朽
部
が
拡
大
し
た
た
め
、

仕
方
な
く
昭
和
四
十
二
年
に
伐
採
し
た
。

太
さ
は
残
っ
た
ケ
ヤ
キ
よ
り
い
く
分
大

き
く
、
樹
齢
は
空
洞
部
を
考
慮
に
入
れ

て
約
五
百
五
十
年
を
推
定
で
き
た
と
い

う
。
お
そ
ら
く
こ
の
生
き
残
っ
た
大
ケ

ヤ
キ
は
、
そ
れ
と
同
等
の
樹
齢
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

　
十
日
町
市
域
に
現
存
す
る
ケ
ヤ
キ
の

中
で
は
、
最
大
級
の
サ
イ
ズ
を
保
ち
、

樹
形
が
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由

で
、
矢
放
神
社
氏
子
代
表
（
保
坂
巌
氏
）

の
要
請
と
地
元
姿
地
区
民
の
協
力
を
得

て
、
こ
の
た
び
市
文
化
財
（
昭
和
六
十

三
年
七
月
二
十
日
付
天
然
記
念
物
）
に

指
定
さ
れ
た
。

市の宝、大ケヤキ
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全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
県
代
表
と
し
て
出
場

村
山
　
ト
ミ
子
さ
ん

　
　
　
（
本
町
3
・
41
歳
）

　
「
県
予
選
は
第
一
シ
ー
ド
で
し
た
の

で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

勝
て
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
涙
が

出
て
し
ま
い
ま
し
た
」
。
主
婦
や
三
十
歳

以
上
の
独
身
女
性
が
参
加
す
る
『
第
十

回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
軟
式
テ
ニ
ス
大

会
』
（
八
月
二
十
三
～
二
十
五
日
、
東

京
都
で
開
催
）
に
念
願
の
初
出
場
を
。

　
テ
ニ
ス
歴
は
中
学
生
か
ら
。
十
日
町

高
校
二
年
生
時
に
は
馬
場
幸
子
（
旧
姓
・

岡
村
）
さ
ん
と
の
ペ
ア
で
、
伊
勢
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
三
回
戦
に
進
ん
だ
実
力
の

持
ち
主
で
す
。

　
「
三
回
大
会
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
結
果
は
、
一
つ
は
ペ
ア
（
小
千

谷
市
の
星
野
恭
子
さ
ん
）
に
恵
ま
れ
た

こ
と
。
も
う
一
つ
は
市
軟
式
庭
球
連
盟

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
。
市
軟
庭

連
で
は
婦
人
や
小
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
男
勝
り
の
力
強
い
後
衛
ス
ト
ロ
ー
ク

は
持
ち
前
の
実
力
、
そ
し
て
結
成
十
年

目
の
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
キ
ー
ズ

の
指
導
者
、
週
三
回
の
練
習
成
果
の
よ

う
で
す
。
全
国
大
会
は
都
道
府
県
対
抗

の
団
体
戦
、
　
「
青
春
を
思
い
出
し
、
も

う
頑
張
り
ま
す
よ
」
。
ま
だ
ま
だ
青
春

盛
り
の
村
山
さ
ん
で
す
。
ガ
ン
バ
レ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
毎
「
ア
レ
何
だ
ろ

　
　
　
　
　
畠
．
　
　
う
」
　
「
キ
ラ
キ
ラ

　
　
　
　
　
、
．
、
　
　
光
っ
て
る
」
「
落

　
　
　
　
　
『
川

　
　
　
　
　
　
　
　
下
傘
だ
」
　
「
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ
ね
」
1
七

日
に
放
映
さ
れ
た
N
H
K
特
集
『
夏
服

の
少
女
た
ち
』
の
ア
ニ
メ
の
中
の
少
女

の
会
話
で
す
。
こ
の
直
後
、
少
女
の
見

た
も
の
は
爆
発
し
、
広
島
は
瞬
時
に
し

て
死
の
海
と
な
り
ま
し
た
。
少
女
た
ち

の
両
親
は
す
で
に
高
齢
、
し
か
し
悲
し

み
は
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
　
「
何
が

変
わ
っ
て
も
、
親
子
の
情
だ
け
は
変
わ

ら
ん
も
ん
じ
ゃ
」
と
一
人
の
老
婆
が
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
悲
惨
さ
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
八
バ
，
の
と
お
り
「
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

卍
都
市
宣
言
は
昭
和
五
十
六
年
の
「
克

雪
都
市
宣
言
」
、
五
十
九
年
の
「
ス
ポ

ー
ッ
健
康
都
市
宣
言
」
に
つ
い
で
三
つ

め
で
す
。
今
回
の
「
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
」
の
宣
言
を
機
に
、
外
に
も
目
、

耳
を
向
け
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
．
⑳
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齢糖妙自然
⑰アレチマツヨイグサ

　道ばたや河原などに生える2年

草です。夏から秋にかけて、径5

チ多ほどの黄色い花をだんだん上の

方へ咲かしていきます。

　花は夕方に開花して、翌朝にし

ぼむといわれていますが、日中で

も咲き残っています。花びらが重

なるものと重ならないものなど変

異があります。

　北アメリカ原産で、日本には明

治時代に入ってきたといわれてい

ます。和名は、荒地でも育ち、夕
　　よい
方（宵）を待って咲く花という意

味です。

市の花山
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